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j 陸上自衛隊では、 9月中の実弾 i

l射撃をつぎのとおり行ないます !
|実施場所=池田射撃場 i 
i実施日程 =1日-----2日、 7日 1

i -9目、 11日-----16日、 18日-19i 

i日、 218-22日、 27日-30日 !
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1日に20トン

新しい

焼却炉できる

昭和41年度と42年度の
2ヵ年継続事業で、新し
いじん芥焼却炉ができあ

がりました。

この新しい焼却炉は 1
日に20トン〈約4万人分〉
のゴミを焼く能力を持っ

ており、従来の焼却炉11
トン〈約2万人分〉とあ
わせて約6万人分のゴミ
が1日で処理できる乙と
になります。

このゴミ焼却炉の完成

で、市内のゴミは4台の
収集車で、能率よく収集さ

れ、完全に焼却処理でき

ることになります。

現在市内のゴミ計画収

集人口は約4万人とみら
れています。

総工費は約 1，768万円
で、その内訳は国庫補助

金、厚生年金還元融資、

一般財源となっています
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写真一新しくできた焼却炉



(2) 

国

体

作

文

集

長
崎
こ
く
た
い
を

あ
た
た
か
く
む
か
え
ま
し
ょ
う

り大村市政だよ

市
立
大
村
小
学
校

二
ね
ん
四
く
み

…
み
た
こ
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が

わ
た
し
は
、

乙
〈
た
い
を

脇

崎

明

美

た
く
さ
ん
の
せ
ん
し
ゅ
の
人

た
ち
が
長
崎
へ
や
っ
て
〈
る

過
労
と
蚊
が
大
敵
で
す
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日
本
脳
炎
に
か
か
ら
ぬ
た
め
に

大
村
に
も
日
本
脳
炎
患
者

が
三
名
で
て
お
り
ま
す
。

予
防
法
と
し
て
は
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
第
一
で

す
が
、
市
内
で
は
す
で
に
終

っ
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
不
足

の
折
か
ら
今
後
の
予
防
接
種

は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

少
し
涼
し
〈
な
っ
た
と
は

い
え
、
八
月
末
日
か
ら
九
月

に
か
け
て
も
発
生
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
脳
炎
の
予
防
対
策
を
十

昭和42年8月20日

分
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
本
脳
炎
は
法
定
伝
染
病

の
中
で
も
死
亡
率
が
最
も
高

〈
、
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
も

の
ぼ
り
、
ま
た
幸
い
一
命
を

と
り
と
め
て
も
手
足
の
運
動

障
害
や
、
白
痴
な
ど
い
ろ
い

ろ
と
精
神
障
害
の
後
遺
症
を

の
こ
す
お
そ
ろ
し
い
病
気
で

す
。
病
毒
は
人
か
ら
人
へ
う

つ
る
の
で
は
な
〈
、
ビ
ー
ル

ス
を
持
っ
た
蚊
に
よ
っ
て
運

ば
れ
る
の
で
す
。

③ 

そ
う
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
み
ん
な

で
心
を
あ
わ
せ
て
、
ま
ち
ゃ

村
や
ど
乙
で
も
き
れ
い
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ち
ぱ
た
の
花
や
木
の
え

だ
を
と
っ

た
り
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

か
み
く
ず
は
、
ど
乙
に
で

も
す
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ト

ι
ι
1

ノ。
そ
し
て
と
お
〈
か
ら
や
っ

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
を
守

る
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。

蚊
の
駆
除
を
し
ま
し
ょ
う

④
水
た
ま
り
や
草
む
ら
を
な

て
〈
る
人
た
ち
に
、
「
長
崎

け
ん
は
、
せ
い
け
つ
な
ま
ち

だ
」
と
い
わ
れ
た
い
と
お
も

い
ま
す
@

し
ら
な
い
人
た
ち
が
お
お

ぜ
い
〈
る
と
思
う
け
れ
ど
、

わ
た
し
た
ち
は
、
に
こ
に
こ

し
て
、
「
ご
〈
ろ
う
さ
ま
。
」

と
い
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

お
わ
り

× 

× 

× 

× 

〈
し
、
共
同
防
除
で
蚊
の

発
生
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

②
流
れ
の
悪
い
排
水
溝
な
ど

流
れ
を
よ
〈
し
、
ボ

I
フ

マ
イ
ツ
タ
ノ
・
d

子供たちは大喜び
=ゴムボート大会開く=

蚊

グ
マ
イ
ツ
タ
ノ
・

1/‘ 

ラ
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ

ぷ
ノ
。

体
に
抵
抗
力
を
つ
け
よ
う

①
炎
天
下
に
長
時
間
さ
ら
さ

れ
な
い
よ
う
に
し
、
外
出

の
と
き
は
必
ず
帽
子
を
か

ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

②
過
労
を
さ
け
、
睡
眠
と
栄

養
を
十
分
と
り
ま
し
ょ
う

③
熱
が
あ
る
と
き
は
早
め
に

医
師
の
診
断
を
う
け
ま
し

干民

A
J
o

ソ
フ
ト
国
体
予
戦

一
般
男
子
、
一
般
女
子
、

高
校
女
子
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

8月6日、玖島崎大村競艇場で矛5

回目の少年少女ゴムボー ト大会が開か

れました。

これは、少年少女の海洋精神、体位の

向上を目的として行なわれたもので、

親子の試乗会もあり、珍プレー珍レー

スが展開され、大爆笑のうちに終りま

した。 参加者=約400名

国
体
九
州
地
区
予
戦
大
会
が

つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま

す。マ
場
所

マ
期
日

市
営
球
場

八
月
二
十
六
日
、

二
十
七
日

な
お
、
二
十
五
日
午
後
二

時
三
十
分
よ
り
市
内
パ
レ
ー

ド
を
行
な
い
ま
す
。

、
、、¥
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お
し
ら
せ

産
業
祭
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

第
六
回
大
村
市
産
業
祭
の

行
事
と
し
て
、
市
内
の
観
光

と
産
業
な
ど
を
テ

l
マ
と
し

た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
な

い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
と
応
募

〈
だ
さ
い
。

マ
題
材
市
内
の
観
光
、
産

業
の
自
然
景
観
、
芸
能
、

文
佑
、
建
物
、
人
物
な
ど

マ
サ
イ
ズ

白
黒
(
四
つ
切
)

カ
ラ

l
(
キ
ヤ
ピ
、
不
)

マ
締
切
九
月
三
十
日

り大村市政だよ

被保険者(家族)が異動

したら保険証の訂正を

うけましょう

(3) 

コ
ー

ナ

i

マ
送
先
市
商
工
観
光
課
又

は
市
商
工
会
議
所

作
品
は
自
作
未
発
表
の
も

の
に
限
る
。
又
作
品
の
裏
に

画
題
、
住
所
、
氏
名
を
貼
付

す
る
こ
と
。

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
は

商
工
観
光
課
か
商
工
会
議
所

に
お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
主
任
者

試
験
準
備
講
習
会

九
月
十
七
日
行
な
わ
れ
る

長
崎
県
危
険
物
取
扱
主
任
者

国民健康保険に加入したり、又は脱退

した場合はす?届出をしなければならな

い乙とになっています。届出の時は必ず

保険証を添えて〈ださい。

届出や、保険証の訂正は、市民課と各

出張所で行ないます。届出なかったり保

険証を訂正しないと、保険税を納めすぎ

たり、 給付を受けられなかった り、あと

で面倒な手続をしなければならな〈なり

ます。

試
験
(
乙
種
四
類
〉
の
受
験
者

に
対
す
る
準
備
講
習
会
を
つ

ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

マ
講
習
の
日
時

九
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で

午
前
九
時
か
ら

マ
講
習
の
場
所

市
内
西
三
城
町
市
消
防
本

部
会
議
室

マ
受
講
料
千
円

な
お
、
受
講
申
込
は
当
日

会
場
で
受
付
け
ま
す
。
〈
わ

し
い
こ
と
は
市
消
防
本
部
へ

お
だ
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

〔
試
験
〕

マ
受
験
資
格

学
歴
は
聞
は
な
い
が
、
六

次のような場合には必ず保険証の訂正

を受けるようにしましょう。

出生、死亡、転入、転出、職場健康保

険に加入又は脱退したとき、生活保護

法による保護開始叉は廃止になったと

き、市内住所異動、世帯主変更

). -¥ 
カ
月
以
上
第
四
類
の
危
険

物
取
扱
実
務
経
験
を
有
す

る
も
の

マ
試
験
の
日
時

九
月
十
七
日
午
前
十
時

A
試
験
の
場
所
.

長
崎
市
、
佐
世
保
市
、

大

村
市
、
諌
早
市
、
福
江
市

郷
ノ
浦
町
の
い
ず
れ
か
で

受
験
で
き
ま
す
q

マ
受
験
の
手
続

願
書
に
履
歴
書
、
危
険
物

取
扱
の
実
務
経
験
証
明
書

写
真
各

一
部
と
受
験
手
数

料
を
そ
え
て
、
県
総
務
部

地
方
課
消
防
係
ヘ
九
月
二

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

願
書
用
紙
は
市
消

防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
は

市
消
防
本
部
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

福
祉
年
金
証
書
を
交
付

福
祉
年
金
定
時
届
の
た
め

提
出
さ
れ
て
い
た
証
書
を
八

月
二
十
三
日
か
ら
交
付
い
た

し
ま
す
の
で
、
必
ず
保
管
証

と
年
金
証
書
に
捺
印
し
て
い

る
印
か
ん
を
持
っ
て
各
出
張

r 
f 

4 

所
で
お
受
取
り
〈
だ
さ
い
。

大
村
地
区
の
方
は
市
役
所
保

険
年
金
課
で
交
付
し
ま
す
。

|
|
全
面
交
通
止
|
|

鈴
田
川
改
良
工
事
の
た
め

つ
ぎ
の
と
お
り
全
面
交
通

止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

と
注
意
〈
だ
さ
い
.

マ

場

所

市

道
岩
松
鈴
田

J
川
尻
線
久
原
郷
与
峠

二
百
メ
ー
ト
ル

マ
期
限
十
二
月
十
一
日

発
明
巡
回
相
談
所
を
開

ル
又

特
許
、
実
用
新
案
、
商
標

登
録
、
意
匠
な
ど
の
発
明
巡

回
相
談
所
を
つ
ぎ
の
と
お
り

開
設
し
ま
す
の
で
、
と
利
用

〈

T
さ
し

マ
日
時
八
月
二
十
六
日

午
前
十
時
よ
り
正
午
ま
で

マ

場

所

商

王
観
光
課

マ
講
師

発
明
協
会
長
崎
県

支
部
喜
多
岡
常
務

× 

× 

× 

× 



(4) 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
と

土
台
が
し
っ
か
り
と
め
て
な

か
っ
た
り
、
土
台
を
白
蟻
に

荒
さ
れ
て
い
た
り
す
る
と
倒

壊
す
る
危
険
が
多
い
よ
う
で

す
。
よ
〈
点
検
し
て
お
き
ま

し
ょ
う。

ま
た
、
ス

レ
ー
ト

や
ト
タ
ン
屋
根
の
の
き
場
の

部
分
の
〈
ぎ
が
一
カ
所
ゆ
る

ん
で

い
る
と
、
そ
こ
か
ら
風

が
吹
き
込
ん
で
め
〈
れ
、
屋

根
全
体
が
と
ん
で
し
ま
う
こ

台
風
に
備
え
て

庄司~
日曜当番医 (9月中〉

3日 長野産婦人科海

江田耳鼻科沢田内科

渡辺外科

10日 海浜内科 岩崎眼

科松永内科橋口内科

17日 松尾外科中村婦

人科中島外科毛利内

科

24日 中央産婦人科貞

松整形外科野口内科

田川小児科

り

家
を
補
強
し
、

食
糧
の
準
備
も

大村市政だよ

い
で
は
、
せ
い
ぜ

い
か
わ
ら

が
と
ぶ
程
度
の
被
害
で
す
み

ま
す
が
、
建
て
て
か
ら
十
五

年
以
上
の
家
で
は

一
応
補
強

し
て
お
〈
方
が
安
宝
で
す
。

八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

必
ず
台
風
は
や

っ
て
〈
る
も

の
と
覚
悟
し
な
〈
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
普
通
の
家
な
ら
、

風
速
二
十
五
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
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図
書
券
を
寄
贈

西
大
村
中
学
校
二
年
川
崎

、

悦
子
さ
ん
、
坂
田
美
智
子
さ

ん
の

二
人
は
報
償
と
し
て
い

た
だ
い
た
図
書
券
を

「
恵
ま

れ
な
い
子
供
た
ち
に

一
と
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

¥『

がとおりかかったが、 自動車に備付けの発煙

筒を使用したため、事故を防ヤ乙とができた

このよ うに、自動車には発煙筒や赤に旗を

用意する乙とが大切です。踏切では、必ず一

旦停車をし、左右確認のうえ、 エンストや車

輪の落ち込みをしないよう注意しま しょう。

と
が
あ
り
、
か
わ
ら
の
場
合

も

一
枚
〈
ず
れ
て
い
る
と
次

-

J
-

〉
1
〈
Er--J
3
・、Fee--tfet
--f〉
---r
t
・-z
t
zf
p
t・-、Er--〈
・・2
・Jezr〉
--Et---'sfer--
J
''zi
--1
〈・
・2
・J
et--1

々
と
吹
き
と
ば
さ
れ
ま
す
。

見

X
Z
5と
2
1
4A均
等
叶
H
U
J
b
v
伝
子
手
伝

わ
れ
大
部
分
の
卒
業
生
は
県
た
っ
て
い
る。

γ
と
い
に
木
の
葉
が

つ
ま
っ

;J

J
権
譲
局
以
馬
村

J
外
で
中
堅
技
術
者
と
し
て
活

生

徒

数

1
千
十
五
名

一

て
い
た
り
、
下
水
の
水
は
け

・

4
.

躍
し
て
い
る
。

職
員
数

l
七
十
五
名

~

が
悪
か

っ
た
り
す
る
と
床
下

昭
和
三
十
八
年
に
は
、
建
ス
ポ
ー
ツ
も
又
盛
ん
で
、

学
校
長

1
百
田
福
男
氏

?

に
浸
水
し
た
り
し
て
家
屋
の

ん
大
村
工
業
高
等
学
校

設
工
業
科
を
新
設
し
、
昭
和
と
〈
に
昭
和
四
十
二
年
の
努

一

い
た
み
が
び
ど
〈
な
り
ま
す

二

村

工

業

高

等

学

校

は
、

四

十

年
に
は
体
育
舘
が
完
成
力
目
標
に
、
基
礎
体
力

の

育

空

襲

…

わ
ず
か
な
す
き
間
か
ら
吹
き

ヤ
長
崎
県
内
の
工
業
技
術
の
向
昭
和
四
十

一
年

に

は

室

E
成
に
つ
と
め
、

旺

盛

な

気

規

的

γ
J

…騒

一制

一

込
ん
だ
風
が
家
の
中
で
ふ
〈

ム
上
と
工
業
技
術
者
の
数
を
充
予
定
工
事
を
終
り
総
合
落

成

主

ぃ

、
長
崎
国
体
の
成
功

…

際

協

;

で

れ

あ

が

っ
て
、

そ
の
風
圧
で

~
足
さ
せ
る
た
め
、
長
崎
工
業
式
を
行
っ
た
。

を
期
す
、
と
あ
げ
、
ラ
グ
ピ

闘
m

繍
鋪
悶
い
一

~

た
お
れ
る
ケ

l
ス
も
多
い
と

)
高
等
学
校
、
佐
世
保
工
業

高

教

育

固

守

し

て
、
中
堅

l
、
レ
ス

リ
ン
グ

は

と

よ

調
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自動車には発煙筒を
=踏切では十分注意しょう=

8月8日の午前中、竹松、松原聞の踏切で

貨物自動車が運転をあやまり、 右前車輪を踏

切脇の側溝に落した.その時、佐世保行列車


